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教職総合演習いじめ・不登校個人的認識集団思考自己変容

1研究動機と研究目的

社会環境の変化・科学技術の発達にともなって開発

されてきた機器に、動かされ、支配され、人間は、自

己を見つめることも、他者と関わることも、自然との

触れ合うことも失いつつある。それを助長するかのよ

うに、人間社会の機能すべき人と関わり、他者と学び

合いながら、自ら成長していこうとする意欲が衰退さ

せ、人間の危機が叫ばれているのである。

このような人間社会は、人間の知恵で創り出された

幸せと安楽を与えるはずの文明の利器が暮らしの中に

介入することによって、機器に動かされ、支配され、

人間の疎外現象をもたらしている。その典型は、テレ

ビゲームに熱中によるゲーム脳という社会的病理を生

み出している現象である。携帯電話を片時も手離さな

い現象もその一つである。例えば、某大学の学生は、

テレビゲーム30時間（約2日間）一気に完了させる

と、疲労感とともに、恐怖感をも強烈に抱くようにな

るのであるのである。暗い夜道などを歩くと凶悪な犯

罪人がでてくるのではないかと錯覚させてしまいそう

な要素を十分もっていると思われるという虚構と現実

の世界が重なってしまう例である(1)。そのため極端

な人間同士のかかわり、つながりの希薄化は、人を大

切にすることや思いやり、やさしさなどの社会的情意

的能力、倫理観まで失うという教育における非人間化

が進行しているのである。

このような人間社会における人間同士の関わりが、

失われた要因は、あまりにも多岐にわたり負の副作用

をもたらしているのである。

今日の社会は、河合隼雄が言うように、深刻な『関

係喪失』をもたらしている。（2）日本心理学会は、1960

年代に誕生した。この学会の研究対象は、「こころ」の

痛みを見つめ、解明することを中心としていた。しか

るに、学問の進展の割に「いじめ・不登校」という学

校の教育現象は､若干減少したという数値が出ている。

しかし、依然としてその問題状況は、解決の見通しが

つかないまま，深刻化しているのである(3)(4)(5)。このこ

とは、人とひととの関係を調整による社会的情意的能

力・態度の育成が求められている所以である。

この問題は､学校の臨床問題として､｢学校の中｣で、

就中「教室の中で」「授業の中で」「仲間とともに」『こ

ころの痛みやこころ壁に向き合わせることである』と

考えに立った「臨床教育学(6)」「学校臨床学(7)」と

いう新しい学問が成立した。

そこで、筆者は、この「いじめ・不登校」の問題を

「教職総合演習」（22，4，27の実践）という授業科

目の1単位時間で取り上げた。学生たちは、この問題

にどのように問いかけ、考え合い、学び合い、その問

題解決の糸口を探すことができるであろうか。

この問題意識から、本研究では、こども教育学科2

年次学生の「いじめ●不登校へ意識・認識の深化．態

度変容過程を明らかにする」ことを目的として実践す

るものである。

表1(P26参照)実践プログラムで学ぶ学生は､この問

題に対して自ら対象に働きかけて、仲間と学び合いな

がら、自ら暖昧で、不確実な自己概念を明確すること

ができると考えた。と同時に、本研究は「いじめ・不

－27‐



登校」を自己対象化して、自ら考え、自ら判断して、

より良い感性的認識から客観的認識へと認識の変容が

期待でると考えたからである。

間と学び合いながら、自ら考えを変更したり、修正し

たり、改善したりして認識の深化・態度変容を意図し

て学習者自ら実践し、学習水準を高める教育方法論で

ある。この中で、本論文では、学生に関心の高い社会

問題であり、教育問題でもある(3)の「いじめ・不登

校」についての問題探求学習の実践過程、及び学生の

意識、認識の変容過程を提示するものである。

その二つは、（7）から（10）まで学生の現代都市

生活者として、自らの生活環境の調査研究を通して、

自ら社会問題に挑戦し、認識を深め自ら生活環境形成

者としての在り方を自覚的に形成していくユニットに

している。

その三つは、（11)から(15)までの「今日の人類的、人

間的存在意義」に関わる食料、環境・エネルギー、保

全生物、21世紀型社会のあり方、環境倫理などについ

ての問題解決学習を通して学生自ら主体的な環境形成

者を目指す実践的展開を意図した学習ユニットにした。

この授業を振り返りの自己評価は、学習成果につい

て、自ら意識・認識・価値観の変容を自ら評価するも

のである。評価は、学習過程のそれぞれの段階でも図

Iの様な評価システムにしたがって連続的に、形成的

に展開されるものであることを付け加えたい

2「教職総合演習」の授業実践プログラム

表1は、「教職総合演習」の授業実践のプログラムで

ある。この総合演習は、学生の意欲的、主体的、協力

的な取り組みで展開できように構想した。この実践プ

ログラムは、社会的問題、生活環境の問題、地球的規

模の環境問題に挑戦的、体験的に解決活動ができるよ

うに策定した。

この実践プログラムは、大別すると次の三つに分節

して実践するものである。

その一つは、実践プログラムの(1)の「教職の専門

性・教師の役割」から(6)の「教師のメンタルヘルス」

までの今日的な教育的・社会的課題の探求学習を一つ

のユニットにした。その問題解決の中心に取り上げる

方法論は「学校教育臨床学的アプローチ」を適用する

ものである。授業における臨床的アプローチとは 学

習において「つまずき・困難点」が生じたときには、

即時学習を振り返りながら問題の所在に気づかせ、仲

表1「教職総合演習」の実践プログラム
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月日 基本的事項⑥、②は学習の課題）

4/9

4/16

4/23

4/30

5/7

5/14

(1)①教職の専門性・教師の役割とは②研究の仕方・レポートの書き方

(2)①総合的学習の社会的要諦課題とは②課題研究(その2）「環境家計簿」(8)調べ方

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

３
４
５
６

く
く
く

家庭生活から環境を考える17日間調査5月18日レポート提出

①「いじめ」「不登校をめぐる問題」教育臨床事例(その1）②子どもの見方

①「学習停滞」「学業不振」の要因とは何か②その問題解決を図るにはどうしたら良いか授業臨床事例(その2）

①「学習意欲の喪失」「学習のつまずき」の診断と指導をどうするか授業臨床(その3）

①教師のメンタルヘルスについて(心の癒し）②教師の手段的目標から『自己実現的目標』へ

5ﾉ21

5/28

6ﾉ4

(7)①自分の一日の生活の改善点は何か(自分の研究した「環境家計簿」との関係）

(8)②グループワーク(GW)で「環境家計癖」で調べたことを話し合って考えをまとめる③これからの生活環境の

改善の在り方について話し合い自分の考えをまとめる

⑨①都市生活型公害とはなにか②｢都市交通環境の調査研究｣GWで調査方法を確認③GW現地調査を行う④

調査の結果を処理分析する(9)⑤各自「レポート」にまとめる

(10)①交通調査結果のGWで、発表する(報告会）②交通環境、家庭環境の調査結果をめぐる討論③課題研究（そ

の3）「都市デザイン('0>」

6/11

6/18

6/25

7/2

7/9

7/16

(11）①消饗者の生活(ごみの3Rs)②食艇教育の進め方

(12)cThinkGloballyActLocallyとは何か②今「地球が危ない」絵本作家との対話
(13）①生物多様性とは何か②保全生物とは何か

(14）①21世紀社会とは－a循環型社会b低炭素社会c共生社会

(15）①21世紀に生きる「環境倫理」とは②子どもに伝えたいこと

(16）①総括・自己評価(学習の振り返り）



学習 (つまずき・困難）

図1評価の榊造

評価は、問題解決を振り返り認識したことに対して

「自己解釈」をする。それは学習のつまずき・困難が

生じたことによって学習の停滞が生じる。その場合、

教師は、積極的に学生のつまずき・困難の所在を即時

明らかにしながら、解決する指導の手立てを講じるの

である。いわゆる図1の「feedback」の回路に従っ

て学習のスタートに戻り学習の方向性、見通しを持っ

て学べるように「動機づける」ことである。例えば「こ

こでは何が問題ですか」と解決すべき問題をはっきり

させたり、「問題解決するのはなぜですか、何のために

何かを明らかにすることですか」と学習目標をはっき

りさせたり、｢問題を解決するにはどのような方法があ

るだろうか」と学習の方法・学び方をはっきりさせた

りするのである。つまり、評価は、学習者をこのよう

に学習の原点に戻って学び方を確認し、解決の方向性

を見極めて、納得して再び問題解決に挑戦させるもの

である。このことによって学習者は、学習の方向と見

通しがはっきりすることによって、つまずき・困難を

克服の可能性を自ら拓いていくのである

この実践研究の問題解決過程は、学習者自身の目的

意識を明確にして、意欲的に取り組む「学習の仕方を

学習する」ことを主眼に置いている。しかし､学習は、

学習者自身個人の発想を重視しながら個人個人の発想

を学生同士で評価し合いながら展開する。協働(コラボ

レーシヨン)の学び方を導入することによって学生は、

学生同士の学び合い、教え合いによって学生相互の知

的水準を高めることができるのである。と同時に、学

習者は、他者から学び方、認識の仕方、思考・判断力

の良さを学ぶとともに、学習者自らが一連の学習過程

において自らの認識・態度の変容を期待することがで

きるのである。
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3「いじめ・不登校」をめぐる問題の探求

プログラム

図3「いじめ・不登校」の探求過程は、「教職総合演

習の実践プログラム」の（3）にあたる。（3）の探求

過程では、図3のI「いじめ・不登校」に対するイメ

ージ化を図り，Ⅱ「いじめ・不登校」の現状把握、Ⅲ

その背景(要因探求)、Ⅳ問題解決策について学ぶもの

である。

この探求学習は「教職総合演習」の授業実践試行と

して提示したものである。

まず、教師から課題（設問）「今日は、いじめ・不登

校をめぐって、あなたの考えを述べなさい」が提示さ

れる。教師から提示された課題に対して、学生は、過

去の小・中．高の教育経験・生活経験等から想起して

「いじめ・不登校」をめぐる自分の考えを述べるので

ある。この設問に対して、10分間学生の考えや感じた

事をノートに書かせた。その結果は、一人ひとり黒板

に板書する。（集約した板書例参照）

｡いじめにもさまざまなものがある

･人間関係がよくない

.弱い者いじめ

･気の弱いものがいじめられる

．相談する相手がいない

学生の板書

この最初の問いかけは、本時の授業に対する学生の

問題意識を把握するとともに、学習への動機づけを図

ることを意図したものである。また、これは、本時の

学習の方向性と問題探求への意識化を図るのに有効で

あると考えたからである。



Iイメージ Ⅱ現象IⅡ要因Ⅳ解決法Vまとめ

個人的認織 GW討雛GW討議GW討議．学びを通して

＜教師からの解決法を提示＞「個性的な認
全員「いじ

め・不登

校」につい

てのイメ

ージを板態

する（板諜

＜三つの資料提示＞＜四つの視点から・学校の指導体制誠の深化」

．いじめの現状OHPで 情 報 を ・ 事 例 研 究

(小・中・高提示＞・全教師の取り組み．「認識の定着」

の数戯的把握）①学校要因・専門の方と関わる

．いじめの心理的②家庭要因・養護教諭の指導・新たな問題

身体的攻嬢③本人自身要因・人間関係の改善解決への展

例参照）
･暴力の実情④支える力の不足・授業の仕方を変える望を開く

(対教師・生徒（親・地域・教師・教師との触れ合い

問・器物破損）の教育力が弱い・家庭との連絡・訪問、

子ども同士の支え合う）・活動の場で本人の意識変革

図3「いじめ・不登校」の探求過程

4二人の学習ノートに見られる「イメージ・認識・態度」変容

(1)wのノート(W子のようなノートは18名いた）

蕊いじめ不登戒"生起現象零国解決法
視‘象(欠縫 －－→匿国

&雲)蕊祝．
・菌3わし

･ず雑蝶わし

.〈フウ､くし(ずぬう）

:駁.蜂､､、"“
,先鞭ザミれぃ

｡

ロ

‘,､心"､のI

斜謬つり'蝿面

Wのようなノートにまとめたものは、全体の72％で

ある。いじめ・不登校に対する自己イメージは、グル

ープワーク(GW)における話し合いという「集団思

考」を通して、学んだことをもとに最後の他人と異な

った｢個性的認識｣へと深化･統合されていることを、

把握することができる。90分という短い時間の中でも

「認識･態度変容｣の姿を見ることができるのである。
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(2)Nのノートm子のようなノートは7名いた）

［
いじめ．零粒角失、渠舞-誕艇･啄回儲多久躯

唖］i察寵盲唖1
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．＜うり、くし

・無くつ．．←

・意更｡､昼も
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愈

皿
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匿尋錘聯柵偲
一生誰4割頓

・弱､､毛いじめ．、麹･?夢鐸豊子

るものである。その意味で表2からは、学習による学

生の認識変容、態度変容の様態をみることができるの

である。

その変容過程は、上述のW、Nのノートから読み取

ることができる。

すなわち、「いじめ・不登校」をめぐる自分の捉えた

現実から，その解決法への思考過程によって、最後に

は、自分なりの考えを導きだすことが可能である。ま

とめの段I階においては「いじめ・不登校」についての

認識・判断による確実で、明確な自己概念の確立をし

ている姿を見ることができるのである。学生の学習ノ

ートすべてを点検・分析考察したことを以下に述べる

ことにする。これは、「いじめ・不登校」についての問

題解決過程における学生の認識深化、態度変容を臨床

的に考察したものである。

（1）「いじめ・不登校」は、古くて最も新しい問題で

ある。学生はどのような認識・反応を示すだろうか。

教職総合演習において、学生は、これまでの学校生

活において多かれ少なかれ「いじめ・不登校」を見聞

し、あるいは体験したことをイメージしながら「いじ

め・不登校」に対する確かな認識に基づいた判断ない

しは､自己覚醒をはかるに違いないと考えた｡授業は、

図3のような｢いじめ･不登校｣探求過程で展開した。

Nのようなまとめをしているものは､全体の28％に

あたる。この学生たちは、本時の基本的な学習事項に

ついての「認識」の深化、彼女らの最大の学習の可能

性を発揮した成果を導き出しているのである。

図3(P28参照)の「いじめ・不登校」の探求過程の

「I、イメージ」は、自分のイメージのみでなく、他

人の黒板の板書した大事な指摘をもとにノートに付け

加え「共通のイメージ化」を図るのである。このよう

に「Ⅱ、いじめ、不登校の原因追求」においても、「Ⅲ、

いじめ・不登校の解決策を見つけ出す」学習の段階に

おいても、『個人的認識』を明確にし、その認識は、集

団思考を通して、自ら考えを修正したり、さらに付け

加えたりして、自らの認識の深化・統合を図るのであ

る。このように､個人的認識は､集団思考を通したり、

教師の提示資料や考えるヒントを基にしたりしながら、

自ら認識の観点変更、思考転換、自らの認識の変容を

図ることを「授業臨床の鍵」である、といえる。

5本時学習の学んだこと「結果の考察」

表2は、学生の本時の「学習のまとめ文」から抽出

したものである。「学習のまとめ文」は、実践プログラ

ムにあるように、いじめ・不登校に対する「Ⅱの原因

追求」「mの問題解決方法」の学習過程を経て、得られ
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24名20名＝20/24の学生は、「いじめ・不登校 見聞したり、あるいは、自らその渦中にあって「体験

的苦痛」を受けたりしたもの、「苦痛」を与えたりした

ものなどの存在があった事実を当事者意識で語ってい

るのである、と考えられる。

の要因を、「多様なもの（20/24)」「学校・本人・社会

等から発生する(2/24)」など他人事のように認知して

LL至。これは、明らかに「いじめ・不登校」について

表2「いじめ・不登校」の問題をめぐる『自分のまとめ』（24名）

(複数回答による）アンダーラインは、筆者

例えば「信頼できる関係(5/24)」「相談できる環境づく

り(8/24)」をしてもらいたい、という学生の願いとい

うものが表出しているのである。

一方､「自分自身の強い自己制御する力が必要である

（2）いじめ・不登校への積極的対応が見られるだろ

うか

「いじめ・不登校」への解決策について尋ねたとこ

ろ表2に見られるように､多様な解決策が提示された。
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分析カテゴリー おもな記述内容 頻度数

要因 ｡いじめ・不盤校には、多様な要因がある

･根本の要因は、学校・本人・社会などから発生する

．いじめは自分の中だけで考えてなかなかいえない

．いじめは心の余裕がない人に生じる

．いじめ件数が少なくなったというが全体の数が多いのに雛く

20

２
２
１
１

解決法

l環境づくり

2教師の指導力・教師力

3カウンセリング

4信頼関係

5自己の努 力

6向き合う

7自覚させる

･相談できる「環境づくりjコミュニケーションできるように

･王どもの褒化を見ることができる力を身につけ､_いじめを解決

する指導力が必要である

･相談・カウンセリング

･先生と生徒の信頼関係が大切 (親や友達との信頼関係）

．いじめに出会ったとき自分の心や気持ちをうまく処理する「忍

耐．調節・努力」す豆ことである
g－nnm衣g一旦＝〃告2－Aで一■1－〃＆、八〃■凸一画面面＝一L一一一一一■．一‐〃

き合うこと。

・自覚を持たせるように働きかける、本人に似合ったものである

こと

８
７
５
５
３
２
２

自己対象化（価値判断）

l自己変容

2高め合い

3将来の教師像

4多面的視点

(課題）

･ひとは変わるものであり、たくさんの体験をし、自分を変える

ことが一番大切
－

、ボ､〃-〕しﾒｱ;龍IF日左向【十スグ＜会T掌私ス－2膳IF燕恥会､弓l‐局1－1

たい
－

～F－4－B－且一L二rE＝汀一一■＝■且一｡■■ヘーユ■且一色一一一一一▲一．＝』凸■一

左老芽才子冊1かしF,か【十約ルヂかF,かL，潔叶早-〃､子の』雰寧の表

めに責任は砿大である

･人を“好き
。＆

とか、“嫌い“とかで判断してはならない

･友達関係はもちろん、教師と生徒との関係の在り方も今後の課

題である

も、

２
２
１
１
１



から、発想した記憶の想起である。また、「いじめた体

験j側からは、いじめに対する感性、認識、判断、表

現が容易に表出したものが見られたことである。この

ような体験からは、「無視」「菌回し」「いじめ手紙回し」

「靴隠し」「ボイコット」「パシリ」「弱いものいじめ」

などのいじめ用語が溢れるばかりに出てくるのである。

したがって、学習者は、「いじめ体験」の痛みを想起し

ながら、人の心を傷つける痛ましさ、人権を無視する

ことへの怒りなどの情念、切実性から「いじめ・不登

校」について主体的・積極的に問題を受け止め、問題

解決、追求活動ができたものと考えられる。

本実践のように学生の学習心理、学習ニーズに合致

した学習である場合は、学習の水準を主体的に高め、

認識の深化を図ることができるのである。学生は、教

師の「いじめ・不登校」というテーマを板書しただけ

で、問題の輪郭をつかみ、考える手がかりをもイメー

ジもできて、本実践の探求過程「Ⅱいじめ、不登校

の現象」「Ⅲいじめの要因」「Ⅳ解決法」について

の自分の考えを容易に導くことができたのである。各

自考えた事に対して、学生同士討論させた。その討論

も各々は、自己体験から活発な討論がくり広げられて

いた。

ここで注目したいことは、「いじめ・不登校」を解決

する学生同士の討論である。例えば、次のような議論

がなされたことが､ノートに記録されているのである。

いじめられているものの立場になって「相談に乗る

友人を持つこと」「良いストレス発散法、部活などに参

加すること」「言葉で言い合いをすること」など大切で

ある、という発想や考えを導いているのである。

いじめへの多様な解決対応としても次のような発想、

考え方が見られたのである。例えば、「先生や親に相談

すること」「本人の活動の場を見つける」「授業の改善・

研究をして楽しくて、わかるようにしてほしい」など

の意見、考え方が示されたのである。

この「いじめ・不登校」の解決法についての討論か

らは、われわれ教師への痛烈な問いかけのあることに

着目する必要があると考える。

すなわち、もっと子供理解に基づいた「いじめられ

ている子に、不登校の子に対して積極的対応をするこ

とである」ということである。

のがいる。また、「他いう捉え方をしているも(3/24)」と

人事でなく教師と生徒全員とで向き合うことが大切で

､う捉え方をしているのである。ある(20/24)」とし の
加

こ
に種の問題解決には、「人間同士の信頼関係の確立」に加

えて、「子どもの成長・変容を見取ることのできる教師

の指導力・人間力が必要である」と捉えている。学生

は、教師の教育愛に基づいた「実践的指導力」の必要

性を我々教師に求めているのである。これに応えるに

は、教師自身の人間力、研究力を磨く努力を惜しまな

いようにすることである。

（3）自己対象化して冷静に価値判断をできるだろう

か

学生は、「いじめ・不登校」を他人事でなく、自らの

事として価値判断をしているだろうか。

僅かな学生であるが、以下に示すような考えを示す

のである。

例えば､｢たくさんの体験をして自らを変えることで

ある（2/24)」というように人間の可能性を信じて挑戦

することの重要性を語っているのであるというのであ

る。と同時に「もっと友人の立場に立つ_て一緒に高め

合う（2/24）友達に向き合う」事であるという。僅か

な学生ながら、ここに他者への思いやりをもって、そ

うした「いじめ・不登校」にさいなまれている仲間た

ちへの優しい心情が存在していること、人間愛に満ち

た学生がいたことなどから、「輝く光に向いて歩む姿」

「前向きな行動へと態度変容」を示す学生の存在をノ

ートから見とることができるのである。

また、自ら教師への目覚めというものも感じとるこ

とができたのである。それは、一人の学生であるが、

｢教師になったなら『見てみないふりをしないで」そ

の子の気持ちになって考え､行動しなければならない

わたしは､その子の将来のためにも責任は重大である。

（1/24)｣_という言葉の内面に、学生自ら将来の教師像

をイメージ・認識し、人間愛への覚醒を開いているよ

うに思われてならない。

6結論

本論において、「いじめ・不登校」の問題解決過程を

展開したことは、学生の生活体験、ないしは実体験と

しての「いじめられたり、不登校になったりした体験」
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また、われわれ教師は、「授業に改善のために惜しま

ない研究をしてほしい」と学生の要求にこたえるべき

である。それは、最近、授業における教師の「実践的

指導力の低下・衰退が叫ばれている」ことと符合する

からである。このことは、個人的研究、ないしは、共

同研究によって教師の専門性を磨くことが重要である

ということを示唆した学生の声でもある、と考えられ

る。

いずれにしても、本研究においては、学生が容易に

取り組むことのできる「学習テーマ」を設定したこと

である。すなわち、学習の手がかりとなる体験が学習

者に存在したことが問題解決の発想、考えを導くこと

に通じたものである、と考えられる。つまり、学習は、

他人事でなく、自分のことと考えること「自己対象化」

する授業を構成することである。

本実践の学習過程は、学生の「個性的な発想、考え

方を基盤」にしながら個々の考えを「グループで双方

向コミュニケーション」による仲間同士の学び合いを

取れ入れた授業であった。この学び合いの授業は、他

者の考えから「自己認識の確認、他者から学び認識・

態度の自己変容｣「自己成長への学びの方法能力を啓発

する」という自己発見、自己認識への高まりが確実に

できた授業であり、同時に学生同士の学び方を共有す

る活動が展開できたことである。そのことは、「学生の

学習過程のノートの分析」から明らかになったのであ

る。

この授業の方法論を用いて異なる学習テーマでも、

他のクラスにおいても認識の深化､態度変容の様態は、

ほぼ同様な学習成果が得られたのである。なおかつ、

この授業臨床的アプローチによる授業展開では学習の

停滞、学業の不振という現象は、殆んど見られないの

である。すなわち、自ら、学習のつまずき、困難さを

学び合いの場を通して克服する方法能力が形成される

証左であると考えられる。

この学習方法は、学生の自己概念を明確にし、主体

的学習を展開できるのである。学びの目的と意欲を持

って授業に取れ組むことによって、学習目標達成とい

う自己実現を可能にすることができるのである。この

学習は、「個性的認識」から「仲間とのコミュニケーシ

ョン」による「認識の共有化」へと発展できる方法論

であると、考える。

このような「個人的認識形成から集団思考による認

識深化形成へ」の学びの方法は、学生自身にとってよ

かった、と次のように述べている。（アトランダムに5

名を抽出）

･友達の考えを聞くことで改めて必要なことや大切な

ことが見えてきたので、理解につながった。このよ

うな学習方法は、とても良いものだとおもった(w)

この授業形態は、自ら考え､考えだけでなく自ら紙

にまとめることにより、振り返り、気づかされるこ

とがたくさんあった。(I)

このような授業方式だと自分で 多くのことを考える

ようになるので、ただ聞いて黒板を写すだけの授業

よりも良い授業だと思います。(H)

自分達で考え、皆に考えを見てもらうことで、

った考えが発見できたので良かったです。(K)

ちが

･今回の取り組みについてグループでの活動は、先に

進みやすく_発表しなければならないので、しっかり

書かなければいけないので、みんなきちんと進める

と感じた。図式化するというのはとても良いことだ

と思いました恥(Ki)

(注）

(1)森昭雄「ケーム脳の恐‘怖JNHK出版2002pl9

(2)河合隼雄「序文」「倉光修編『学校臨床心理学』」

誠信書房臨床心理学全集12所収2004p31

(3)文部省「いじめ」（昭和60年4月～10月調査）

いじめについての全国調査によれば、小学校52.3％、中

学校68.3％、高等学校42.5％の結果が出された。簸近、

いじめが、数値的に減少している。しかし、陰湿ないじ

めで深刻化している。

(4)東京都教育委員会「生き生きと意欲的な児童・生徒

の育成」一「いじめ」をなくする実践の手びき－（昭和

61年7月)においては、①いじめの特徴・実態が具体的

に示され，②「いじめ」をなくする指導の改善・充実の

ための実践的展開が示されている。③学校教育、社会教

育の場における｢いじめ｣をなくする実践例が示された。

(5)1980～1990年には、「いじめ、不登校、暴力、非行」

などによる学校崩壊、学級崩壊が顕著に表れた。これま

で、この種の問題は、臨床心理士による個別対応をして
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きたが、この問題を教室全体の間腿として，あるいは、

学校全体の問題として､取り上げるようになった｡学校、

家庭、地域社会との連携を図り、その問題解決の方途に

ついて､総合的に検討する必要性から､｢学校教育臨床学」

が成立したものである。

(6)「臨床教育学」は、注（5）で述べたように1980年代に

成立した学問である。これまでの臨床心理学では「ここ

ろのやまい」「異常行動」「身体的不調」をもたらしてい

る個別りF例の観察・調査・治療だけでは、解決ができな

くなった。そこで、今日の「学級崩壊」「学校崩壊」のも

たらした要因・背最を追求する視点として、「不協和な人

間関係」「社会的不適応」など問題解決の必要性から、新

たな学問研究として「臨床教育学」が教育現場と子ども

の問題状況を重層的に継続的に問題榔造の解決のために

成立したものである。（小林剛・皇紀夫・田中孝彦編『臨

床教育学序説』柏書房2002P15～41)

(7)「学校臨床学」は、上記の臨床教育学と同様1980年代

の成立した学問である。この学校臨床学は、学校の発生

する子どもの心理的・社会的･身体的問題を学校･家庭・

地域社会との関連から多面的・総合的に解決しようと試

みられたものである。

このような意味で、「学校臨床学」は、注（5）「学校

教育臨床学」も、（6）「学校臨床学」も、研究対象と研

究方法論は共通して「いじめ、不薙校、非行、暴力」な

どの発生の背景・根拠などを総合的に検討し、問題解決

を図ろうとすることをねらいとしているのである。

いずれにしても、現代の子どもたちは、社会的環境の

変化という渦の中にあって､心の病､無気力で意欲喪失、

自己目的暖味さなどのために学習停滞、学業不振をもた

らしているのである。そのことが、学習のつまずき、学

習の困難からの忌避・逃避の傾向もたらしているのであ

る。いま、学校教育は、知的な学力向上を目指した取り

組みをしているが、それにもまして「人と関わり」「人と

つながる」「痛みを分かち合う」社会的情意的能力・態度

の変容、心の知能の醗成が人間形成にとって賎も重要で

ある｡つまり､子どもを全体的な環境世界から重層的に、

櫛造的に捉え、子どもたちは、他者への悩み、’憎しみ、

怒り、心の葛藤・混乱・あせり、他者へのねたみ、自己

否定などの生み出された背最を把握することが求められ

ている。このように人間をトータルに、構造的にとらえ

「人間形成の本来的あり方」の研究としての「感情・態

度・価値」形成の原理と方法については、中川吉購『ホ

リステイック教育の可能性』柏樹社1996、中川吉崎

『ホリステイック臨床教育学』せせらぎ出版2005に

述べられている。
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(8)佐励群巳「総合演習の実践的試み」（その3）「環境

家計癖」から募らしを見つめる帝京短期大学紀要N

o.152008P65～73

(9)佐励群巳「総合演習の実践的試み」（その1）都市交

通教材学研究Vol.172006P77～82

(10）佐励群巳「総合演習の実践的試み」（その2）都市デ

ザイン教材学研究Ⅶ1.182007P291～300


